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Graph2

		校費

		科学研究費補助金

		受託研究費/民間等との共同研究費

		奨学寄附金

		その他



0.0873500943

0.4230921015

0.2001258269

0.1222399005

0.1671920767



Sheet1

				目黒研 メグロケン		加藤研 カトウケン		瀬戸島先生 セトジマセンセイ		大岡先生 オオオカセンセイ		安岡研 ヤスオカケン		合計 ゴウケイ

		校費 コウヒ		2,133,312		5,180,000		2,300,000		2,900,000		3,549,000		16,062,312		9%

		科学研究費補助金 カガクケンキュウヒホジョキン		1,700,000		23,600,000		0		9,500,000		43,000,000		77,800,000		42%

		受託研究費/民間等との共同研究費 ジュタクケンキュウヒミンカントウキョウドウケンキュウヒ		420,000		27,390,000		0		7,200,000		1,790,000		36,800,000		20%

		奨学寄附金 ショウガクキフキン		1,378,000		9,000,000		0		11,300,000		800,000		22,478,000		12%

		その他 タ		17,744,000		13,000,000		0		0		0		30,744,000		17%

														183,884,312

				サステナブル・エンジニアリング		都市防災・安全工学 トシボウサイアンゼンコウガク		都市基盤情報・ダイナミクス トシキバンジョウホウ

		生産研究 セイサンケンキュウ		14		6		11						2		9		11

		著書/訳書 チョショヤクショ		1		0		6						2		4		6

		学協会誌 ガクキョウカイシ		18		9		17						7		10		17

		国際会議 コクサイカイギ		19		15		57						18		39		57

		国内学会講演 コクナイガッカイコウエン		27		18		134						10		124		134

		調査報告 チョウサホウコク		2		1		2						0		2		2

		一般雑誌等 イッパンザッシトウ		5		0		5						0		5		5

		合計 ゴウケイ		86		49		232						0				0
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Graph4

		生産研究

		著書/訳書

		学協会誌

		国際会議

		国内学会講演

		一般雑誌等



0.0856353591

0.0193370166

0.1215469613

0.2513812155

0.4944751381

0.0276243094



Sheet1

						目黒研 メグロケン		加藤研 カトウケン		瀬戸島先生 セトジマセンセイ		大岡先生 オオオカセンセイ		安岡研 ヤスオカケン		合計 ゴウケイ

		校費 コウヒ		Standard Research Allowance		2,133,312		5,180,000		2,300,000		2,900,000		3,549,000		16,062,312		9%

		科学研究費補助金 カガクケンキュウヒホジョキン		Grant-Aid for Scientific Research		1,700,000		23,600,000		0		9,500,000		43,000,000		77,800,000		42%

		受託研究費/民間等との共同研究費 ジュタクケンキュウヒミンカントウキョウドウケンキュウヒ		Entrusted Research/ Collaborative Research Fund		420,000		27,390,000		0		7,200,000		1,790,000		36,800,000		20%

		奨学寄附金 ショウガクキフキン		Research Promotion Fund		1,378,000		9,000,000		0		11,300,000		800,000		22,478,000		12%

		その他 タ		Others		17,744,000		13,000,000		0		0		0		30,744,000		17%

																183,884,312

						サステナブル・エンジニアリング		都市防災・安全工学 トシボウサイアンゼンコウガク		都市基盤情報・ダイナミクス トシキバンジョウホウ

		生産研究 セイサンケンキュウ		SEISAN KENKYU		14		6		11		31		9%		2		9		11

		著書/訳書 チョショヤクショ		Work/ Translation		1		0		6		7		2%		2		4		6

		学協会誌 ガクキョウカイシ		Society magazine		18		9		17		44		12%		7		10		17

		国際会議 コクサイカイギ		International		19		15		57		91		25%		18		39		57

		国内学会講演 コクナイガッカイコウエン		Domestic		27		18		134		179		49%		10		124		134

		一般雑誌等 イッパンザッシトウ		Others		5		0		5		10		3%		0		5		5

						84		48		230		362				0				0

		合計 ゴウケイ

										2		1		2		5		1%		0		2		2
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